



経済研究所 / Institute of Developing































































([B1-B2]+C)。2002 年以降は，B1 と B2 の差に 0.8 をかけるとともに，台湾の統計にある台
湾から中国への輸出(A)に(1-r)をかけたものを加えている(A+[B1-B2]×0.8+C-rA)。rA を差
し引いているのは，A と C の間の重複があるためである。r は中国側の統計を使って推計
している。すなわち，中国の台湾からの輸入に対する広東省の台湾からの輸入の比率の過
去数年の平均を r としている。 
 以下では大陸委員会の推計値を使って，中台貿易のこれまでの推移を観察する。表１お
よび 1995 年以降の伸び率を図示した図１からわかることは，第 1 に，台湾から中国への輸
出はほぼ一貫して上昇を続けていることである。特に 2002 年から 07 年までは，伸び率が
安定的に高い。マイナスになっているのは，1998 年と 2008 年である。それぞれアジア経
済危機とリーマンショック後の世界同時不況の影響を受けたと考えられる。一方，台湾の
成長率が IT 不況の影響でマイナスになった 2001 年はプラスを維持している。第 2 に，輸
入の伸び率は不安定ではあるが，概ね輸出の伸び率を上回っている。これは当初，台湾の
中国からの輸入が非常に尐なかったからであろう。輸入の伸び率がマイナスになっている
のは，1996 年と 2001 年である。1996 年は中台間が政治的に緊張した年である。2001 年は
上述のように台湾経済がマイナス成長だったため，輸入に対する需要も減尐したと考えら





















1990 - - 2,255.0 319.7 4,394.6 765.4
1991 0.1 293.2 3,639.0 594.8 7,493.5 293.2
1992 1.1 747.1 5,881.0 698.0 10,547.6 747.1
1993 16.2 1,015.5 12,933.1 1,461.8 13,993.1 1,015.5
1994 131.6 1,858.7 14,084.8 2,242.2 16,022.5 1,858.7
1995 376.6 3,091.3 14,783.9 3,098.1 19,433.8 3,091.3
1996 623.4 3,059.9 16,182.2 2,802.7 20,727.3 3,059.9
1997 626.5 3,915.3 16,441.7 3,396.5 22,455.2 3,915.3
1998 914.9 4,113.9 16,629.6 3,869.6 19,840.9 4,113.9
1999 2,602.1 4,528.9 19,537.5 3,951.7 21,312.5 4,528.9
2000 4,391.5 6,229.3 25,497.1 4,994.9 25,009.9 6,229.3
2001 4,895.4 5,903.0 27,339.5 5,000.2 25,607.4 5,903.0
2002 10,526.9 7,968.6 38,063.1 6,585.9 31,528.8 7,968.6
2003 22,890.8 11,017.9 49,362.3 9,004.7 38,292.7 11,017.9
2004 36,349.4 16,792.3 64,778.6 13,545.2 48,930.4 16,792.3
2005 43,643.7 20,093.7 74,684.4 16,549.6 56,271.5 20,093.7
2006 51,808.6 24,783.1 87,109.0 20,735.2 63,332.4 24,783.1
2007 62,416.8 28,015.0 101,021.7 23,458.3 74,245.9 28,015.0






























ず，台湾側をみてみよう（図２）。第 1 に，輸出における中国への依存度は高い。2008 年





















































































































477 億米ドルである。台湾における 2008 年末の登記資本総額 5596 億米ドルに対して，そ
の 1 割前後を占めている可能性が高い。 
                                                     
1
 企業の登記数および登記資本は經濟部統計處[2009]に基づいている。為替レートは CEPD [2009]に
よる。 




件数 100万米ドル 件数 100万米ドル 100万米ドル
1993年以前 9,830 3,590 20,755 18,218 5,033
1994 934 962 6,247 5,394 3,391
1995 490 1,093 4,847 5,141 3,162
1996 383 1,229 3,184 2,814 3,475
1997 872 4,334 3,014 2,982 3,289
1998 1,284 2,035 2,970 3,374 2,915
1999 488 1,253 2,499 4,042 2,598
2000 840 2,607 3,108 6,914 2,296
2001 1,186 2,784 4,214 6,741 2,980
2002 3,116 6,723 4,853 8,558 3,971
2003 3,875 7,699 4,495 9,306 3,377
2004 2,004 6,942 4,002 10,358 3,117
2005 1,297 6,007 3,907 - 2,152
2006 1,090 7,642 3,752 - 2,136
2007 996 9,971 3,299 - 1,868
2008 643 10,691 2,360 - 1,899
2008年まで
の累計















 一方，中国の直接投資受け入れの 2007 年までの累計において，台湾は件数では香港に次





                                                     
2
 行政院大陸委員會『兩岸經濟統計月報』第 202 期
（http://www.mac.gov.tw/ct.asp?xItem=74988&ctNode=5720&mp=1 2010 年 3 月 7 日閲覧）｡ 




 最後に人の往来をみる（表３）。台湾から中国への渡航が解禁されたのは 1987 年である。
以後，ほぼ毎年，しかもかなり速いスピードで，台湾から中国への渡航は増加を持続して
きた。2003 年にいったん大きく減尐しているのは SARS の影響である。2008 年の減尐の
原因は世界同時不況の影響であろう。 
 一方，中国から台湾への渡航は台湾側が厳しく制限してきた。最近になって比較的活発
になっている。台湾から中国への渡航と同様の理由から，2003 年と 08 年は減尐している
が，他の年は台湾から中国への渡航を上回るスピードで増加している。とはいえ，2008 年
までは台湾からの渡航の 1 割にも達しなかった。2008 年までの累計では，中国からの渡航
は台湾からの渡航の 4%あまりである。 
 しかし，2009 年には中国から台湾への渡航が大幅に増加した。大陸委員会の資料は 9 月
までしか発表していないが，台湾からの渡航が 327 万人に対し，中国からの渡航は 78 万人
である。前者に対する後者の比率は24%足らずまで上昇した。これは馬英九政権になって，
中国から台湾への観光が著しく容易になったためである。中国から台湾への観光目的の渡
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